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我々は日米共同太陽観測ロケット実験 FOXSI-5 搭載用 X 線望遠鏡の開発を進めている。FOXSI は太陽コロ
ナ及びフレアにおける高エネルギー物理現象の理解を目的とした観測ロケット実験であり、FOXSI-4, 5 ではフレ
アの X 線撮像分光観測によって太陽フレアによる粒子加速・プラズマ加熱機構の解明を目指している。 前号機
FOXSI-4 は 2024 年 4 月に打ち上げられ、世界初の太陽フレアの X 線撮像分光観測に成功した。我々はその後
継機となる FOXSI-5 に向けて再飛翔品の硬 X 線望遠鏡と、FOXSIシリーズ最高レベルの結像性能（HPD ∼ 9
″）を持つ新たな軟 X 線望遠鏡を用意した。これらに対して地上較正試験及び環境耐性試験、観測ロケットへの
取り付けまで完了しており、残すは射場での最終調整作業と打ち上げのみである（2025年秋季年会安福他）。
我々は現在、2026 年春に予定されている打ち上げに向け、データ解析時に必須となる応答関数の構築を進めて

いる。FOXSI-4 時に確立した手法（2024年秋季年会作田他）の精度向上のため、FOXSI-5 では新たに迷光除去
機構の開口率のエネルギー依存性を測定・モデル化し、さらにテール部分まで含めた PSF 全体のモデル化も進
めている。本講演では応答関数の構築状況に加え、ロケット打ち上げに向けた準備状況についても報告する。


